
共同討議〈キリスト教と天皇制〉
富坂キリスト教センター

　富坂キリスト教センターは、これまでキリスト教社会倫理の諸問題を学際的に研究
し、その成果を出版してきました。その出発点が「キリスト教と天皇制」研究でした。
　東日本大震災の被災地では今なお厳しい状況が続き、原発事故の問題も収束には至
っておりません。そんな中、連日のように皇室の現地訪問がマスコミによって報道さ
れています。天皇制が様々な形で日常生活に浸透し、そのことに気づかず無意識の内
に絡めとられている私たちの現実を思わされます。より穏やかな形で共存をはかろう
とする「象徴天皇制」。沖縄やアジアの教会、差別されている無辜の人々の声に真摯に
耳を傾け、エキュメニカルな協働の関係をいかに築き、教会形成をいかになすのか。
　この共同討議をとおして、いのちと平和、自由につながる対話と交流を深めること
ができればと願います。長きにわたって座長を務め、2008 年に召天された土肥昭夫先
生を記念するレセプションも予定しております。

　多くの方のご参加をお待ちしております。

〈プログラム〉　
基調報告：原　　誠（同志社大学教授）／片野真佐子（大阪商業大学教授）

発　　題：上中　栄（日本ホーリネス教団鵠沼教会牧師）

　　　　　松岡正樹（日本バプテスト同盟杉並中通教会牧師）

　　　　　鈴木正三（元富坂キリスト教センター総主事）

司会：戒能信生（日本基督教団東駒形教会牧師）

全体討議～レセプション：午後 6 時 30 分まで

日時：2011 年 10 月 23 日（日）13 時半～ 17 時
場所：富坂キリスト教センター 1 号館会議室

（文京区小石川 2-9-4、丸ノ内線・南北線後楽園駅、都営三田線・大江戸線春日駅徒歩 8 分）

入場料：無料（定員 50 名。参加申込締切り：10 月 20 日）
主催：（財）富坂キリスト教センター
共催：新教出版社
お問合わせ：富坂キリスト教センター
　　　　　　電話：03-3812-3852
　　　　　　Fax：03-3817-7255）
＊ 当日は書籍の販売も行います。


